
書
評
・
紹
介

長
崎
法
潤
著

『
ジ
ャ
イ
ナ
認
識
論
の
研
究
』

我
が
国
で
ジ
ャ
イ
ナ
教
哲
学
を
専
一
の
研
究
対
象
と
し
て
刊
行
さ
れ
た

著
作
と
し
て
は
、
側
「
耆
那
教
聖
典
』
鈴
木
重
信
著
、
大
正
九
年
刊
、
世

界
聖
典
全
集
刊
行
会
、
②
『
印
度
精
神
文
化
の
研
究
』
金
倉
円
照
著
、
昭

和
一
九
年
刊
、
培
風
館
、
の
二
害
が
あ
る
。
本
書
は
こ
れ
に
続
く
第
三
番

目
の
研
究
害
で
あ
り
、
ま
さ
に
快
挙
と
い
う
・
へ
き
で
あ
ろ
う
。
著
者
長
崎

氏
は
現
在
大
谷
大
学
仏
教
学
科
の
教
授
の
職
に
あ
り
、
か
っ
て
イ
ン
ド
の

ナ
ー
ラ
ン
ダ
仏
教
研
究
所
で
イ
ン
ド
哲
学
の
権
威
で
あ
る
Ｓ
・
ム
ヶ
ル
ジ

ー
博
士
と
ジ
ャ
イ
ナ
教
学
者
Ｎ
・
タ
テ
ィ
ァ
博
士
の
薫
陶
を
長
年
に
わ
た

っ
て
受
け
ら
れ
た
。
著
者
は
久
し
く
仏
教
お
よ
び
ジ
ャ
イ
ナ
教
を
主
要
研

究
対
象
と
し
て
来
ら
れ
た
が
、
本
書
は
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
一
作
品
に
基
づ
い

た
研
究
成
果
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
カ
リ
期
の
一
切
知
者
」
の
尊
称
で

呼
ば
れ
る
ジ
ャ
イ
ナ
教
白
衣
派
の
学
僧
へ
－
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
（
己
路
ｌ
巨
認

少
．
。
。
）
の
数
あ
る
作
品
中
、
『
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
』
と

称
す
る
論
理
学
害
に
基
づ
い
た
研
究
で
あ
る
。
原
作
品
の
刊
本
と
し
て
は

弓
四
目
詳
曾
唇
巨
留
侭
冒
畠
編
に
よ
る
も
の
（
望
冒
警
こ
騨
冒
凹
静
風
①
“

ｚ
ｏ
と
。
乞
鼈
）
が
あ
り
、
ま
た
前
記
二
博
士
に
よ
る
英
訳
も
巳
○
巨
冨
】
己
虞
）

が
あ
る
。
後
者
は
原
文
の
英
訳
の
み
か
ら
成
り
、
難
解
の
た
め
か
殆
ん
ど

宇
野

If古
l子

利
用
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
『
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ミ
ー
マ
ー
ン

サ
ー
』
の
和
訳
を
含
め
、
且
つ
詳
細
な
研
究
と
解
説
を
附
し
た
本
書
の
出

現
で
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
み
な
ら
ず
イ
ン
ド
に
お
け
る
認
識
論
の
概
要
を
知

る
上
で
も
最
適
の
啓
蒙
書
と
し
て
役
立
つ
も
の
と
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

本
書
は
次
の
よ
う
な
構
成
か
ら
成
る
。
第
一
部
ジ
ャ
イ
ナ
認
識
論
の

基
本
的
性
格
（
弓
．
弔
己
ｇ
、
第
二
部
『
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ミ
ー
マ
ー
ン

サ
ー
』
の
研
究
（
弓
．
］
ｇ
‐
届
ｓ
、
第
三
部
『
プ
ラ
マ
ー
ナ
。
、
、
、
－
マ

ー
ン
サ
ー
』
解
読
研
究
（
喝
．
昂
？
段
ｅ
、
付
録
英
文
論
文
三
篇
（
弓
．

豊
子
亀
巴
、
索
引
（
弓
．
亀
甲
急
巴

第
一
部
は
ジ
ャ
イ
ナ
認
識
論
の
体
系
と
そ
の
発
展
を
概
観
す
る
。
そ
の

要
点
を
示
せ
ば
、

③
ジ
ャ
イ
ナ
教
原
始
聖
典
に
は
五
種
類
の
知
言
自
己
を
説
い
て
い
る
。

、
感
官
知
（
習
冨
邑
旨
＆
巨
富
》
目
騨
ｇ
、
⑪
聖
典
知
（
脅
巨
菌
）
、
伽
超

直
観
知
宮
ぐ
昌
冒
）
、
㈲
他
心
知
（
目
色
ロ
四
写
胃
乱
冨
）
、
肋
完
全
知

祷
①
ぐ
巳
四
）
が
こ
れ
で
あ
り
、
前
二
者
は
間
接
知
念
肖
○
庸
四
）
と
呼
ば

れ
後
三
者
は
直
接
知
覚
（
官
四
耳
鼻
笛
）
に
含
ま
れ
る
。

⑪
時
代
の
推
移
と
と
も
に
他
学
派
と
の
交
渉
が
緊
密
と
な
る
に
つ
れ
て
、

他
学
派
の
学
問
的
傾
向
を
無
視
で
き
ず
、
そ
れ
ら
と
同
調
し
得
る
認
識

論
的
体
系
の
形
成
が
は
か
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
感
官
に
基
づ
く
直
接

知
覚
を
認
め
る
一
」
と
と
、
プ
ラ
マ
ー
ナ
（
認
識
手
段
、
正
知
）
の
下
に
知

を
含
ま
せ
る
他
学
派
と
の
協
調
が
不
可
欠
な
要
請
と
な
っ
た
。
ゥ
一
、
－

ス
ヴ
ァ
ー
テ
ィ
は
知
を
間
接
知
（
冨
Ｈ
ｏ
厨
四
）
と
直
接
知
（
冒
四
ご
農
穆
）

に
二
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
従
来
の
伝
統
的
な
二
知
と
三
知
を
配
し
て
、
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知
を
プ
ラ
マ
ー
ナ
と
同
一
視
す
る
。

⑥
シ
ッ
ダ
セ
ー
ナ
・
デ
ィ
ヴ
ァ
ー
カ
ラ
念
邑
当
呂
陛
．
ロ
）
は
知
（
プ
ラ

マ
ー
ナ
）
を
直
接
知
と
間
接
知
に
分
け
、
後
者
に
推
論
と
聖
典
知
を
含

ま
せ
る
。
ま
た
前
者
に
は
真
諦
的
知
覚
と
世
俗
的
知
覚
を
暗
に
意
図
し

て
い
る
。

④
ジ
ナ
。
ハ
ド
ラ
は
《
感
官
に
よ
る
知
覚
を
「
世
俗
的
知
覚
」
（
出
目
ぐ
苫
く
ゅ
‐

園
Ｈ
房
④
‐
や
）
、
感
官
に
基
づ
か
な
い
知
覚
を
「
真
諦
的
知
覚
」
（
目
国
‐

目
胃
昏
時
口
も
。
）
と
呼
ん
で
、
直
接
知
覚
の
中
に
両
者
を
含
ま
せ
る
。

に
ア
カ
ラ
ン
ヵ
ミ
呂
琵
．
。
．
）
に
至
っ
て
、
他
学
派
の
認
識
論
体
系
と
の

協
調
に
対
す
る
努
力
の
跡
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
直
接
知
と
間
接
知
と

に
二
分
さ
れ
、
前
者
に
は
最
勝
的
知
覚
（
白
鳥
耳
四
も
。
）
と
世
俗
的
知
覚

が
含
ま
れ
、
後
者
に
は
新
し
く
登
場
し
た
想
起
（
の
日
自
営
鱒
）
、
再
認

（
目
色
ご
号
巨
甘
巴
、
タ
ル
カ
（
国
鳥
Ｐ
）
、
推
論
（
伊
ロ
ロ
自
習
勉
）
、
聖
典

知
（
樹
四
日
Ｐ
）
が
含
ま
れ
る
。
彼
以
後
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
認
識
論
の
体
系

に
お
い
て
は
従
来
の
伝
統
的
な
五
知
は
表
面
か
ら
大
き
く
後
退
し
、
他

学
派
の
認
め
る
認
識
と
の
対
応
が
追
求
さ
れ
る
。
ア
カ
ラ
ン
カ
に
よ
る

こ
の
組
織
化
が
ジ
ャ
イ
ナ
教
認
識
の
定
形
と
し
て
継
承
さ
れ
て
行
き
、

へ
Ｉ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
の
見
解
も
本
質
的
に
は
こ
れ
に
従
う
も
の
で
あ
る

も
ち
ろ
ん
、
か
よ
う
な
体
系
化
と
並
行
し
て
、
ア
ー
ガ
マ
に
対
す
る
注

釈
的
作
品
に
は
従
来
の
五
知
に
対
す
る
考
察
も
継
続
し
て
行
わ
れ
て
行

ノ
ｒ
、

Ｏ
こ
こ
で
「
直
接
知
覚
」
（
胃
鼻
息
原
④
）
に
対
す
る
ヘ
ー
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ

の
語
義
解
釈
が
紹
介
さ
れ
る
。
⑩
間
接
知
念
胃
○
厨
い
）
に
対
立
す
る
「
直

接
知
覚
」
は
肖
笹
Ｉ
冒
鱒
（
１
弾
日
騨
ロ
）
と
理
解
し
て
「
ジ
ー
ヴ
ァ
す
な

わ
ち
ア
ー
ト
マ
ン
に
依
存
す
る
知
覚
」
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
解
釈
は
「
直
接
知
覚
」
に
よ
っ
て
ジ
ー
ヴ
ァ
に
基
づ
く
最
勝
知
（
出
世

間
的
知
覚
）
を
意
図
し
て
い
る
。
「
間
接
知
覚
」
は
そ
れ
以
外
の
推
論
等
に

よ
る
認
識
を
指
す
。
②
鳥
租
Ｉ
旨
骨
ご
色
と
い
う
理
解
に
基
づ
い
た
語
義

解
釈
で
、
「
直
接
知
覚
」
は
感
官
に
よ
る
世
川
的
知
覚
を
指
す
。
正
理
学

派
を
初
め
と
し
て
イ
ン
ド
哲
学
諸
学
派
で
一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
解
釈
で

あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
ア
ー
ガ
マ
に
説
か
れ
る
認
識
論

が
幾
多
の
変
遷
を
と
げ
、
原
作
者
へ
Ｉ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
に
よ
っ
て
主
張
さ

れ
る
ま
で
の
過
程
を
詳
細
に
た
ど
っ
て
い
る
。

著
者
は
次
の
点
に
着
目
す
る
。
何
れ
の
学
派
に
お
い
て
も
〈
冒
四
ｑ
‐

農
租
〉
と
は
感
官
に
よ
る
直
観
す
な
わ
ち
世
間
的
直
接
知
覚
を
意
味
す
る

の
が
通
例
で
あ
る
が
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
新
体
系
に
見
ら
れ
る
直
接
知
覚
に

は
、
出
世
間
的
直
接
知
覚
に
加
え
て
世
間
的
直
接
知
覚
が
含
ま
れ
る
。
こ

れ
は
ジ
ャ
イ
ナ
教
独
自
の
創
始
に
な
る
も
の
か
、
そ
れ
と
も
他
学
派
の
影

響
に
よ
る
も
の
か
。
こ
れ
に
関
し
て
著
者
は
第
三
章
以
下
を
す
べ
て
他
学

派
の
詳
細
且
つ
広
汎
な
研
究
に
当
て
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
認
識
論
の
体
系
化
に

範
と
な
り
得
た
も
の
が
あ
っ
た
か
を
追
求
す
る
。

出
世
間
的
知
覚
を
要
請
し
た
の
は
世
間
的
認
識
を
超
え
た
出
世
間
的
な

境
地
す
な
わ
ち
解
脱
を
志
向
す
る
が
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
ジ
ャ

イ
ナ
教
認
識
論
体
系
は
そ
の
ま
ま
宗
教
的
体
系
で
も
あ
る
。
こ
の
出
世
間

的
知
覚
つ
ま
り
上
位
の
「
直
接
知
」
（
胃
⑳
ご
農
穆
）
が
究
極
の
解
脱
を
目

指
す
と
理
解
す
る
以
上
、
そ
れ
に
含
ま
れ
る
超
直
観
知
（
ゆ
く
且
ｇ
と
他

心
知
（
日
曽
５
９
胃
乱
冨
）
は
解
脱
達
成
の
手
段
と
し
て
は
あ
く
ま
で
不

完
全
知
で
あ
る
。
完
全
知
こ
そ
が
究
寛
知
と
し
て
問
題
と
さ
れ
、
ジ
ャ
イ
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ナ
教
認
識
論
で
は
究
極
的
に
は
こ
の
完
全
知
が
中
心
課
題
と
さ
れ
る
。

〈
官
凹
ご
煙
嚴
“
〉
は
下
位
の
立
場
で
は
感
官
に
基
づ
く
「
知
覚
」
で
あ
り
、

上
位
の
立
場
で
は
感
官
に
基
づ
か
な
い
「
直
接
知
」
な
い
し
完
全
知
を
指

す
と
理
解
し
て
、
著
者
は
両
概
念
を
含
む
も
の
と
し
て
「
直
接
知
覚
」
と

い
う
訳
語
を
与
え
て
い
る
。
ジ
ャ
イ
ナ
教
認
識
論
、
論
理
学
の
性
格
は
、

「
直
接
知
覚
」
を
あ
ら
わ
す
〈
冒
勉
噂
鳥
秘
〉
と
い
う
語
の
本
質
に
か
か

わ
る
。
ま
た
、
最
勝
知
で
あ
る
完
全
知
を
中
心
と
し
た
ジ
ャ
イ
ナ
教
認
識

論
お
よ
び
そ
の
変
遷
を
論
じ
、
著
者
は
ジ
ャ
イ
ナ
認
識
論
の
性
格
を
明
確

化
し
よ
う
と
す
る
。
一
方
、
著
者
は
直
接
知
覚
に
出
世
川
。
世
間
の
両
知

覚
を
含
め
る
体
系
が
ジ
ャ
イ
ナ
教
独
自
の
も
の
か
、
或
い
は
他
学
派
の
影

響
に
よ
る
‐
も
の
か
を
問
題
視
し
、
多
数
の
資
料
を
渉
猟
し
て
他
学
派
の
教

説
と
の
比
較
を
行
う
。
こ
の
第
一
部
は
い
わ
ば
「
直
接
知
覚
」
の
研
究
と

も
言
う
。
へ
き
も
の
で
、
こ
れ
に
著
者
の
最
大
の
努
力
が
注
が
れ
、
令
国
‐

ご
鳥
協
〉
の
語
義
解
釈
に
始
ま
っ
て
詳
細
且
つ
広
汎
な
比
較
研
究
が
行
わ

れ
て
い
る
。

正
理
学
派
に
お
い
て
は
、
ア
ー
ト
マ
ン
の
直
接
知
覚
を
説
き
、
ま
た
後

期
作
品
で
は
「
ヨ
ー
ガ
よ
り
生
ず
る
知
」
以
下
三
種
の
非
世
間
的
知
覚

（
⑳
冨
口
固
冨
‐
や
）
を
主
張
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
解
脱
に
導
く
知
識
と
は
言

い
が
た
い
。
勝
論
学
派
に
お
い
て
は
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

世
間
的
知
覚
と
は
別
に
出
世
間
的
知
覚
の
ご
と
き
類
型
を
見
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
例
え
ば
ヨ
ー
ガ
行
者
の
知
覚
、
つ
ま
り
ヨ
ー
ガ
よ
り
生
じ
た
法

に
助
け
ら
れ
た
高
度
の
ア
ー
ト
マ
ン
の
直
観
の
ご
と
き
も
、
一
般
的
な
世

間
的
知
覚
で
は
な
い
と
し
て
も
解
脱
知
と
は
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

ヨ
ー
ガ
学
派
に
お
い
て
は
知
覚
と
し
て
は
有
種
三
昧
な
ど
の
四
等
至
を
説

く
が
、
最
終
的
に
は
直
接
知
覚
等
の
止
滅
が
要
請
さ
れ
る
か
ら
、
ジ
ャ
イ

ナ
教
の
新
体
系
の
成
立
に
当
た
っ
て
こ
の
学
説
に
範
を
求
め
た
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。

つ
ぎ
に
、
著
者
は
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
出
世
間
的
知
覚
の
類
型
を
仏
教
の
知

覚
説
す
な
わ
ち
現
量
説
の
中
に
探
ろ
う
と
し
、
ま
ず
古
因
明
を
代
表
す
る

『
聡
伽
論
』
に
着
目
す
る
。
こ
の
中
に
説
か
れ
る
現
量
（
直
接
知
覚
）
は
、

そ
の
区
分
基
準
を
異
に
す
る
た
め
に
多
様
な
分
類
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
中
で
四
種
の
現
量
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
感
官
を
基
準
と

し
て
、
、
五
色
根
に
基
づ
く
色
根
現
量
と
、
⑪
意
根
に
基
づ
く
意
受
現
量

と
に
、
ま
た
世
間
・
出
世
間
を
基
準
と
し
て
⑪
世
間
現
量
と
㈹
清
浄
現
量

と
に
分
類
さ
れ
る
。
帥
と
伽
と
を
世
間
現
量
に
含
ま
せ
る
。
世
間
現
量
は

諸
法
の
無
常
、
苦
、
無
我
を
知
覚
す
る
点
で
は
根
本
真
理
を
知
覚
す
る
と

い
う
意
味
で
清
浄
な
知
で
あ
る
。
し
か
し
、
迷
い
の
生
存
を
離
れ
た
出
世

間
的
な
如
実
知
覚
と
は
言
い
が
た
い
。
ま
た
、
他
の
区
分
基
準
に
基
づ
い

て
設
定
さ
れ
た
非
已
思
応
思
現
量
は
ま
さ
に
意
受
現
量
に
同
定
さ
れ
得
る

が
、
こ
れ
に
は
二
種
類
が
あ
る
。
一
つ
は
名
医
が
与
え
る
薬
を
見
て
病
人

が
薬
の
効
能
を
直
観
す
る
も
の
、
他
の
一
つ
は
コ
ー
ー
ガ
行
者
が
瞑
想
に
入

っ
て
自
由
自
在
に
対
象
を
直
観
す
る
も
の
と
で
あ
る
。
と
も
に
、
現
在
一

瞬
に
お
け
る
直
観
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
が
、
我
☆
の
知
覚
と
は
大

き
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
清
浄
現
量
が
意
受
現
量
に
該

当
す
る
ば
あ
い
（
共
世
間
と
し
て
の
清
浄
現
量
）
と
該
当
し
な
い
ば
あ
い

（
不
共
世
間
と
し
て
の
出
世
間
知
、
す
な
わ
ち
如
実
知
見
）
の
二
解
釈
が

可
能
と
な
る
が
、
何
れ
も
ヨ
ー
ガ
行
者
の
修
行
体
系
中
に
位
置
づ
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
つ
ぎ
に
、
陳
那
、
法
称
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
新
因
明
の
主
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張
を
考
察
す
る
。
現
量
と
し
て
、
感
官
知
、
意
現
量
、
自
己
認
識
、
ヨ
ー

ガ
行
者
の
知
の
四
種
を
主
張
す
る
が
、
前
記
の
清
浄
現
量
は
「
ヨ
ー
ガ
行

者
の
知
」
に
含
ま
れ
る
と
見
て
差
支
え
な
い
。
こ
の
知
に
つ
い
て
は
解
釈

に
発
展
の
跡
が
見
ら
れ
、
最
終
的
に
は
「
四
聖
諦
を
観
ず
る
修
習
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
解
脱
知
つ
ま
り
さ
と
り
の
智
慧
」
と
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
知
覚
に
最
勝
的
知
覚
（
目
烏
辱
四
‐
や
）
と
世
俗
的

知
覚
（
出
目
ご
冒
ぐ
農
胃
房
凹
も
。
）
を
含
ま
せ
る
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
再
組
織
化

が
、
仏
教
の
「
世
間
現
量
」
と
「
清
浄
現
量
」
な
い
し
は
「
ヨ
ー
ガ
行
者

の
知
」
に
そ
の
範
を
と
っ
た
可
能
性
が
大
で
あ
る
と
著
者
は
断
定
す
る
。

ジ
ャ
イ
ナ
認
識
論
の
此
の
課
題
を
問
題
視
し
た
研
究
は
今
ま
で
皆
無
で
あ

っ
た
が
、
該
博
な
知
識
を
駆
使
し
て
、
あ
え
て
こ
の
難
問
に
挑
戦
さ
れ
た

著
者
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
本
書
の
中
で
著
者
が
最
も
力
を
注
い

だ
の
は
、
第
一
部
に
お
け
る
合
３
耳
鼻
秘
〉
の
問
題
と
り
わ
け
こ
の
課
題

て
あ
る
こ
と
が
納
得
さ
れ
る
。

第
二
部
に
お
い
て
は
、
著
者
は
原
作
品
の
構
成
と
著
作
年
代
を
論
じ
、

未
完
成
に
終
っ
た
経
緯
を
諸
種
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
。
ま
た
、
原
作
者

へ
－
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
が
意
図
し
た
と
思
わ
れ
る
構
想
を
、
そ
の
内
容
と
他

学
派
と
く
に
正
理
学
派
の
初
期
作
品
と
比
軽
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
精
微
な

推
理
を
行
っ
て
い
る
。

第
三
部
は
原
作
品
の
和
訳
忌
日
黒
・
］
．
］
・
Ｉ
］
息
．
勗
望
と
詳
細
な
注

解
か
ら
成
る
。

三
篇
の
英
語
論
文
は
、
「
ジ
ャ
イ
ナ
教
論
理
学
に
お
け
る
勝
義
的
直
接

知
覚
ｌ
仏
教
論
理
学
と
関
連
し
て
ｌ
」
、
「
琉
伽
論
に
お
け
る
直
接
知

覚
」
、
「
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
の
研
究
」
か
ら
成
る
。
こ
れ
ら

三
篇
は
第
一
部
、
第
二
部
に
述
べ
ら
れ
た
内
容
を
極
め
て
明
解
に
概
括
し

た
も
の
で
、
ま
ず
最
初
に
こ
の
三
篇
を
読
ま
れ
る
こ
と
を
勧
め
た
い
。

な
お
、
評
者
と
し
て
気
づ
い
た
点
二
、
三
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
ま
ず

合
国
々
農
協
〉
に
対
す
る
訳
語
に
関
し
て
、
著
者
の
立
場
を
代
弁
し
て
お

き
た
い
。
間
接
知
念
胃
○
原
四
）
に
対
立
す
る
概
念
令
国
ご
鳥
秘
〉
は
、

感
官
に
依
存
し
な
い
点
で
「
直
接
知
」
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
で

に
ウ
パ
’
一
シ
ャ
ッ
ド
に
も
令
胃
○
庸
煙
〉
の
対
立
語
と
し
て
〈
ｇ
閏
○
厨
騨
〉

が
述
べ
ら
れ
、
こ
れ
は
く
３
厭
騨
‐
圃
昌
口
〉
（
直
接
知
）
を
意
味
し
、
ま
た

令
国
ご
農
穆
〉
と
同
一
視
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
イ
ン
ド
諸

学
派
の
認
識
論
で
一
般
に
採
用
さ
れ
て
い
る
、
感
官
に
依
存
す
る
日
常
的

な
く
冒
四
ｑ
農
箇
〉
は
「
知
覚
」
と
和
訳
す
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
語
は
認
識
手
段
で
あ
る
正
知
（
胃
四
日
目
い
）
、
そ
れ
に
よ

っ
て
得
ら
れ
る
意
識
内
容
（
胃
四
日
旨
）
、
そ
の
対
象
（
冒
騨
日
①
葛
）
の
何

れ
に
も
適
用
さ
れ
得
る
も
の
で
、
イ
ン
ド
認
識
論
中
で
最
も
多
義
的
に
使

用
さ
れ
る
語
の
一
つ
で
あ
る
。
本
書
で
最
も
大
き
な
核
心
と
な
っ
て
い
る

「
直
接
知
」
と
「
知
覚
」
の
双
方
を
含
む
上
位
の
概
念
を
例
に
と
っ
て
も
、

そ
の
厳
密
な
和
訳
は
不
可
能
で
あ
り
、
「
直
接
知
」
と
「
知
覚
」
を
明
確
に

峻
別
す
る
こ
と
は
更
に
不
可
能
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
語
に
「
直
接
知
覚
」
の
訳
語
を
当
て
て
い
る
の
は
著
者
の
苦
労
が
あ

っ
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
ジ
ャ
イ
ナ
認
識
論
が
主
張
す
る
「
世

俗
的
」
と
「
真
諦
的
」
の
区
分
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
き
た
い
。
ウ
。
〈
ニ

シ
ャ
ッ
ド
に
見
ら
れ
る
知
識
の
二
区
分
が
そ
の
ま
ま
こ
れ
に
該
当
す
る
か

否
か
は
速
断
で
き
な
い
が
、
問
題
と
す
る
余
地
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。
ジ
ャ
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イ
ナ
認
識
論
で
は
、
「
真
諦
的
知
覚
」
は
「
最
勝
的
知
覚
」
（
日
烏
ご
Ｐ
‐
己
）

を
指
す
が
、
厳
密
な
意
味
で
の
最
上
位
の
「
究
寛
知
」
で
は
な
い
し
、
こ

の
二
分
類
は
知
覚
の
み
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
こ
の
分
類
を
主
張

す
る
も
の
に
後
期
シ
ャ
ン
カ
ラ
学
派
が
あ
る
。
認
識
論
と
し
て
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
存
在
論
と
し
て
の
真
諦
的
、
世
俗
的
、
顕
現
的
（
冒
弾
旨
目
‐

切
房
色
）
と
い
う
三
段
階
の
存
在
性
（
闇
ヰ
ｇ
を
認
め
て
い
る
。
用
語
の
点

か
ら
見
て
も
、
こ
れ
ら
の
表
現
は
明
ら
か
に
仏
教
か
ら
の
影
響
と
見
て
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
知
識
は
必
ず
判
断
の
形
を
も
っ
て
表
わ
さ
れ
、

そ
れ
の
も
つ
真
理
値
の
主
観
的
・
零
観
的
決
定
が
、
立
的
か
他
立
的
か
を

主
題
と
す
る
「
真
理
論
」
念
国
日
目
冒
‐
ぐ
目
凹
）
は
、
イ
ン
ド
認
識
論
の

重
要
課
題
で
あ
る
。
著
者
は
合
３
日
目
制
〉
を
妥
当
性
と
和
訳
し
て
い

る
が
念
．
］
萬
篦
）
、
二
値
論
理
学
の
立
場
か
ら
見
て
も
、
こ
れ
に
対
し
て

は
「
真
」
の
訳
語
を
、
〈
§
３
日
目
制
〉
に
対
し
て
は
「
偽
」
の
訳
語
を

当
て
る
の
が
適
切
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
前
記
普
侭
冒
臼
に
は

炉
Ｑ
く
い
己
○
＆
陣
ロ
日
①
、
冒
冒
ｇ
Ｐ
］
宮
Ｆ
ｏ
唱
○
野
同
ロ
稗
①
ｇ
巳
品
目
と
い
』
フ

著
作
が
あ
り
、
そ
の
大
部
分
を
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
論
理
学
と
認
識
論
、
と
く

に
『
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
』
の
紹
介
に
当
て
て
い
る
。
元
来
、

こ
れ
は
原
文
刊
本
の
序
文
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
の
英
訳
で
あ
り
、
著
者

に
は
お
そ
ら
く
内
容
的
に
も
新
規
な
点
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
後
進
の
便
宜
の
た
め
に
参
考
文
献
と
し
て
挙
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
書
は
長
期
間
著
者
が
構
想
を
暖
め
た
研
究
成
果
で
あ
り
、
詳
細
且
つ
精

微
を
極
め
た
論
考
の
集
成
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
み

な
ら
ず
、
広
く
イ
ン
ド
思
想
の
研
究
を
志
す
者
に
是
非
す
す
め
て
見
た
い

著
作
で
あ
る
。
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